
いちごドリルプリント

細胞・光合成・体のしく
み 名前

問1 消化液の一種である胆汁の生成場所と、体内で分泌されるまでの流れについて説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2025年

滋賀県公立入試 類似）

1. 胆のうで作られたあと、肝臓に蓄
えられ、胃へと分泌される。

2. 肝臓で作られたあと、直接すい臓
へと送られ、消化酵素と混ざってか
ら分泌される。

3. 肝臓で作られたあと、胆のうに蓄
えられ、十二指腸へと分泌される。

4. すい臓で作られたあと、胆のうに
蓄えられ、小腸へと分泌される。

問2 細胞がエネルギーを取り出す過程において、反応に使われる物質（原料）と、反応によって生じる物質（生成物）の組み合わせとして正しいも
のはどれか。 （2015年 大阪府公立入試 類似）

1. 原料：酸素と水、生成物：二酸化
炭素と養分

2. 原料：二酸化炭素と水、生成物：
酸素と養分

3. 原料：酸素と養分、生成物：二酸
化炭素と水

4. 原料：二酸化炭素と養分、生成物
：酸素と水

問3 熱いものに触れたときに思わず手を引っ込めるといった、刺激に対して意識とは関係なく無意識に起こる反応を反射といいます。このとき、刺
激の信号が脳まで伝わらずに折り返される中枢はどこですか。 （2015年 奈良県公立入試 類似）

1. 感覚器官 2. 運動器官 3. 大脳 4. 脊髄

問4 デンプン溶液を入れた2本の試験管のうち、一方には唾液を入れ、もう一方には水を入れて、約40℃の湯の中で温めました。このとき、お湯の温
度を40℃前後に保つ理由として最も適切な説明を選びなさい。 （2024年 神奈川県公立入試 類似）

1. ヨウ素液を加えた際に、色の変化
がよりはっきりと現れるようにする
ため

2. デンプンが熱によって別の物質に
変化するのを防ぎ、唾液との反応を
助けるため

3. ベネジクト液を反応させるために
、あらかじめ混合液の温度を沸点近
くまで上げるため

4. 唾液に含まれる消化酵素の働きを
、ヒトの体温に近い状態で最も活発
にするため

問5 筋肉が「関節を挟んで異なる2つの骨」に付着していなければならない理由として、力学的な原理から最も適切に説明しているものはどれですか
。 （2019年 佐賀県公立入試 類似）

1. 筋肉が縮んだときに、骨の内部に
ある神経や血管を圧迫しないように
空間を作るため。

2. 1つの骨に筋肉の収縮力がすべて
集中すると、骨が耐えきれずに折れ
てしまうのを防ぐため。

3. 関節を支点として、筋肉の収縮に
よって一方の骨をもう一方の骨の方
へ引き寄せるため。

4. 関節を動かす際に、筋肉自体を関
節の潤滑油として機能させるため。

問6 「花と葉の両方がついた個体」、「葉をすべて取り除き花だけを残した個体」、「葉と花の両方を取り除いた個体」の3つのキクを用意し、3時
間後の水の減少量を調べました。吸水量は順に 2.7mL、2.2mL、0.3mL
であったとき、キクの「葉」の部分から蒸散した水の量を求める方法と数値として正しいものはどれですか。 （2022年 北海道公立入試 類似）

1. 「花と葉の両方がついた個体」と
「葉と花の両方を取り除いた個体」
の吸水量の差分から、2.4mLと求め
られる

2. 「花と葉の両方がついた個体」と
「花だけを残した個体」の吸水量の
差分から、0.5mLと求められる

3. 3つの個体の吸水量をすべて合計
した数値から、5.2mLと求められる

4. 「花だけを残した個体」と「葉と
花の両方を取り除いた個体」の吸水
量の差分から、1.9mLと求められる

問7 デンプンとタンパク質が消化されてできた物質が、小腸の柔毛から吸収される際の仕組みについて、脂肪が消化されてできた物質との違いに触
れた説明として正しいものはどれですか。 （2017年 埼玉県公立入試 類似）

1. ブドウ糖とアミノ酸はともに水に
溶けやすいため、柔毛内の毛細血管
に入る

2. ブドウ糖とアミノ酸は粒子が大き
いため、毛細血管ではなく柔毛内の
リンパ管に入る

3. ブドウ糖は毛細血管に入るが、ア
ミノ酸は脂肪酸とともにリンパ管に
入る

4. ブドウ糖とアミノ酸は一度細胞内
で脂肪に再合成されてから、毛細血
管に入る

問8 あるヒトの安静時における血液循環について考える。体内の血液総量が4800mL、心臓の拍動数が1分間に80回、1回の拍動によって左心室から
送り出される血液量が60mLであるとき、血液が体内を一巡するのにかかる時間は何秒か。 （2025年 愛媛県公立入試 類似）

1. 60秒 2. 75秒 3. 80秒 4. 45秒

問9 すい液に含まれる消化酵素のうち、タンパク質を分解するはたらきをもつ酵素の名称として適切なものはどれですか。 （2021年 北海道公立入試 類似）

1. アミラーゼ 2. リパーゼ 3. ペプシン 4. トリプシン

問10 植物の体内にある水が、主に葉にある気孔を通して、水蒸気として体外へ放出される現象を何というか、名称を答えなさい。 （2021年 鳥取県公立入試

類似）

1. 蒸散 2. 光合成 3. 毛細管現象 4. 呼吸

問11 光の刺激が脳に伝わるまでの経路として、正しい順序で各部位を並べたものはどれですか。 （2024年 富山県公立入試 類似）

1. 視神経 → 網膜 → レンズ → 脳 2. 網膜 → レンズ → 視神経 → 脳 3. レンズ → 視神経 → 網膜 → 脳 4. レンズ → 網膜 → 視神経 → 脳

問12 ヒトが遠くの景色を眺めている状態から、手元にある本に視線を移したとき、目の中にある水晶体（凸レンズ）の状態と光の屈折の仕方はどの
ように変化しますか。最も適切な説明を選びなさい。 （2020年 兵庫県公立入試 類似）

1. 水晶体が薄くなり、光の屈折を小
さく抑えるようになる。

2. 水晶体が厚くなり、光をより大き
く屈折させるようになる。

3. 水晶体が薄くなり、光をより大き
く屈折させるようになる。

4. 水晶体が厚くなり、光の屈折を小
さく抑えるようになる。

問13 植物が太陽の光を受けて光合成を行うことにより、葉の細胞内で作られる養分の名称として正しいものを、次のうちから選びなさい。 （2016年

群馬県公立入試 類似）

1. デンプン 2. 脂肪 3. 糖 4. タンパク質

問14 生物の体を顕微鏡で拡大して観察したときに確認できる、多数の小さな部屋のような構造をしており、生物の体を構成する基本的な単位を何と
呼びますか。 （2020年 長野県公立入試 類似）

1. 気孔 2. 維管束 3. 細胞 4. 葉緑体
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

肝臓で作られたあと、胆のうに蓄えられ、十
二指腸へと分泌される。

胆汁は、消化管に直接つながっていない大きな臓器である肝臓で常に生成されている。生成さ
れた胆汁は一度胆のうに蓄えられ、食物が十二指腸（小腸の入り口部分）を通過するタイミン
グに合わせて放出されることで、脂肪の消化を助ける働きをする。胆汁自体には消化酵素は含
まれていないが、脂肪を水と混ざりやすくする重要な役割を果たす。

問2 答え 3
原料：酸素と養分、生成物：二酸化炭素と水

細胞呼吸では、血液によって運ばれてきた酸素と、消化・吸収されたブドウ糖などの養分が反
応する。その結果、エネルギーが放出されるとともに、二酸化炭素と水が老廃物として生成さ
れる。

問3 答え 4
脊髄

反射は、刺激に対して意識とは関係なく無意識に起こる反応のことです。この反応では、信号
が大脳まで伝わらずに脊髄などで折り返して運動器官へと伝わるため、刺激を受けてから反応
するまでの時間が非常に短くなります。

問4 答え 4
唾液に含まれる消化酵素の働きを、ヒトの体
温に近い状態で最も活発にするため

唾液に含まれる消化酵素であるアミラーゼは、ヒトの体温に近い温度で最も効率よく働くとい
う性質を持っています。そのため、実験では約40℃の湯を用いることで、体内での消化に近い
環境を再現しています。

問5 答え 3
関節を支点として、筋肉の収縮によって一方
の骨をもう一方の骨の方へ引き寄せるため。

筋肉は自ら収縮する力を発揮しますが、それだけで骨を動かすことはできません。骨格の運動
は、関節を回転の軸（支点）とする「てこ」のような原理で成り立っています。筋肉が関節を
またいで付着していることで、収縮した際にその力が関節を曲げる方向へ働き、一方の骨がも
う一方の骨に対して動かされます。同じ骨に筋肉の両端がついていると、この回転を生む力が
生じません。

問6 答え 2
「花と葉の両方がついた個体」と「花だけを
残した個体」の吸水量の差分から、0.5mLと
求められる

特定の部位における蒸散量を求めるには、その部位がある個体とない個体の吸水量を比較し、
その差分を算出します。葉の蒸散量を知りたい場合、葉以外の条件（花と茎）が共通している
「花と葉の両方がついた個体（2.7mL）」から「花だけを残した個体（2.2mL）」の値を引く
ことで、葉のみによる蒸散量（0.5mL）を特定できます。

問7 答え 1
ブドウ糖とアミノ酸はともに水に溶けやすい
ため、柔毛内の毛細血管に入る

消化によって生じたブドウ糖やアミノ酸は、水溶性の物質であるため、柔毛の毛細血管から血
液中に吸収されます。これに対し、脂肪が消化されてできた脂肪酸やモノグリセリドは、柔毛
の細胞に吸収された後、再び脂肪となってからリンパ管に入るという異なる経路をたどります
。

問8 答え 1
60秒

まず、心臓から1分間に送り出される血液の合計量を求める。1回の拍動量（60mL）に1分間
の拍動数（80回）をかけると、60 × 80 = 4800mLとなり、このヒトは1分間に4800mLの
血液を送り出していることがわかる。体内の血液総量も4800mLであるため、すべての血液が
送り出されるのにかかる時間は 4800 ÷ 4800 = 1分、すなわち60秒となる。

問9 答え 4
トリプシン

すい液にはタンパク質を分解するトリプシン、デンプンを分解するアミラーゼ、脂肪を分解す
るリパーゼが含まれています。ペプシンは胃液に含まれるタンパク質分解酵素であるため、分
泌される場所によって区別する必要があります。

問1
0

答え 1
蒸散

植物は根から吸収した水を導管を通して全身へ運ぶが、その水が気孔などの体表面から気体で
ある水蒸気となって放出される現象を蒸散と呼ぶ。これにより、根からの吸水を助ける仕組み
が維持されている。

問1
1

答え 4
レンズ → 網膜 → 視神経 → 脳

外部から入ってきた光は、まずレンズ（水晶体）を通過して屈折し、眼球の奥にある網膜に到
達して像を結びます。網膜にある感覚細胞がその光の刺激を受け取ると、刺激は信号に変換さ
れ、視神経を通って脳へと伝わります。このように、網膜は刺激を受け取る入り口として重要
な役割を果たしています。

問1
2

答え 2
水晶体が厚くなり、光をより大きく屈折させ
るようになる。

近くのものを見る際、目に入る光の角度に合わせて網膜上に正しく像を結ぶためには、光をよ
り強く曲げる必要があります。そのため、水晶体の周囲にある筋肉が収縮し、水晶体自体の厚
みを増すことで、光を屈折させる力を強めてピント調節を行います。逆に遠くを見るときは水
晶体は薄くなり、屈折の度合いは小さくなります。

問1
3

答え 1
デンプン

植物は日光を浴びることで光合成を行い、二酸化炭素と水からデンプンを作り出します。この
デンプンは植物が生きていくための重要なエネルギー源となり、必要に応じて糖に分解されて
全身へ運ばれます。

問1
4

答え 3
細胞

生物の体はすべて、顕微鏡でしか見えないような小さな「細胞」が集まって構成されています
。これは生物の構造上および機能上の基本単位であり、植物の葉や茎、動物の組織など、あら
ゆる場所で観察されます。


